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診
断
は
昨
年
十
二
月
、
同
財

団
が
開
発
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
マ
ネ
ジ

１ 
 
 
 
 

 

               

竜
門
と
三
ツ
滝
と
の
間
の
右

岸
、
や
や
奥
行
き
の
あ
る
空
間

に
、
熊
南
峰
が
「
女
性
的
な
や
さ

し
み
が
含
ま
れ
て
い
る
」
と
記

す
貴
船
滝
が
懸
か
る
。 

 

京
都
に
は
鴨
川
の
源
流
と
な

る
貴
船
川
、
分
社
を
二
千
以
上

持
つ
貴
船
神
社
が
あ
る
。
料
亭

が
清
流
の
上
に
「
川
床
」
を
構 

           

メ
ン
ト
診
断
シ
ー
ト
へ
各
役
員

が
記
入
し
て
回
答
し
た
。
田
口

さ
ん
は
「
設
立
五
年
目
ぐ
ら
い

は
、
目
標
と
現
実
と
の
違
い
に

混
乱
す
る
組
織
が
多
い
が
、
い

い
結
果
が
出
て
い
る
」
と
組
織

の
診
断
結
果
を
報
告
し
た
。 

 

後
半
の
話
し
合
い
で
は
白
川

勝
信
理
事
か
ら
「
身
内
の
回
答

を
分
析
し
た
も
の
だ
か
ら
課
題

が
見
え
て
い
な
い
可
能
性
が
あ

る
」
と
の
指
摘
が
あ
り
、
組
織
運

営
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
組
織 

 

１ 

   

え
る
趣
向
な
ど
で
、
京
の
奥
座

敷
と
も
呼
ば
れ
る
。
三
段
峡
最

奥
の
支
流
で
あ
る
貴
船
滝
も
、

庭
園
的
に
捉
え
れ
ば
貴
船
川
に

見
立
て
ら
れ
な
く
も
な
い
。 

  

八
幡
村
史
に
は
「
大
山
祇
大

神
は
元
下
樽
床
聖
山
貴
船
谷
に 

  

タ
カ
オ
カ
ミ 

    

に
と
っ
て
重
要
な
事
項
と
緊
急

を
要
す
る
事
項
を
そ
れ
ぞ
れ
が

書
き
出
し
た
。
「
社
会
と
の
協

働
」
が
挙
げ
ら
れ
、
地
域
と
の

連
携
を
確
認
し
た
。 

 

新
年
度
の
重
点
課
題
と
し
て

①
イ
ベ
ン
ト
告
知
の
強
化 

②

三
段
峡
清
掃
の
充
実 

③
ブ
ラ 

 

     

さ
ん
け
ん
は
三
月
十
一
日
、

広
島
西
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム

（
仮
称
）
事
業
の
環
境
影
響
評

価
方
法
書
に
対
す
る
意
見
書

と
、
広
島
西
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー

ム
を
考
え
る
会
に
集
ま
っ
た
意 

見
書
一
〇
四
二
通
を
事
業
者
へ 

    

樽
床
開
拓
の
始
祖
祭
祀
せ
る
」

と
あ
る
。
滝
の
上
流
が
貴
船
谷

で
、
そ
れ
に
因
む
名
だ
と
考
え

ら
れ
る
。 

 

日
本
書
紀
で
は
、
イ
ザ
ナ
ギ

が
火
の
神
を
斬
っ
て
、
高
龗

（
タ
カ
オ
カ
ミ
）
と
大
山
祇

（
オ
オ
ヤ
マ
ツ
ミ
）
と
雷
神
に

分
か
れ
た
。
高
龗
は
水
神
で
、 

ン
デ
ィ
ン
グ
の
方
向
性
の
決
定 

④
調
査
研
究
の
資
料
化
（
ア
ー

カ
イ
ブ
化
）
を
決
め
た
。 
 

   

引
き
続
き
理
事
会
を
開
き
、

二
〇
二
〇
年
度
の
活
動
と
来
年

度
の
方
針
な
ど
を
協
議
し
た
。

総
会
は
六
月
二
十
六
日
午
後
三

時
、
三
段
峡
ホ
テ
ル
で
開
催
す

る
。
同
日
十
時
か
ら
は
連
動
企

画
と
し
て
、
会
員
向
け
の
「
三
段

峡
を
歩
く
会
」
を
開
く
。 

    

提
出
し
た
。
さ
ん
け
ん
の
意
見

書
は
さ
ん
け
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
る
。 

 

 

二
十
六
日
に
は
橋
本
博
明
安

芸
太
田
町
長
へ
意
見
書
を
手
渡

し
、
住
民
の
不
安
や
疑
問
点
を

伝
え
た
。
本
宮
炎
理
事
長
は
「
環 

    

玉
依
姫
が
「
黄
船
」
で
海
か
ら
川

を
遡
り
、
祀
っ
た
と
さ
れ
る
貴

船
神
社
の
主
祭
神
で
あ
る
。 

   

大
山
祇
の
総
本
社
は
愛
媛
県

大
三
島
に
あ
る
。
山
、
海
、
戦
の

神
と
し
て
源
平
の
世
か
ら
武
士

の
信
仰
が
篤
い
。
樽
床
で
は
平

ー 

 

    

東
京
海
上
日
動
と
Ｅ
Ｐ
Ｏ
ち

ゅ
う
ご
く
、
さ
ん
け
ん
が
取
り

組
む
「
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
Ｇ
ｉ
ｆ
ｔ

地
球
元
気
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
二

年
目
へ
向
け
た
打
ち
合
わ
せ
が

三
月
十
六
日
、
同
社
広
島
支
店

で
開
か
れ
た
。 

 

さ
ん
け
ん
自
然
塾
に
つ
い
て

上
西
大
介
支
店
次
長
は
「
三
段

峡
や
地
域
の
自
然
を
生
か
し
た

１ 境
や
景
観
を
守
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
、
条
例
の
制
定
が
必
要
」
と 

訴
え
た
。
町
長
は
「
住
民
の
声

を
聴
く
会
を
開
き
、
町
有
地
の

利
活
用
の
結
論
を
早
め
に
出
し

た
い
」
と
答
え
た
。 

町
議
会
は
十
日
、「
町
有
地
へ

の
発
電
施
設
に
対
し
、
い
か
な

る
条
件
下
で
あ
っ
て
も
不
同

意
」
と
全
会
一
致
で
議
決
し
た
。 

    

家
の
落
人
伝
承
が
信
じ
ら
れ
て

い
た
。
貴
船
も
大
山
祇
も
神
社

と
し
て
は
一
般
的
だ
が
、
瀬
戸

内
海
や
川
を
遡
る
船
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
と
想
像
は
膨
ら
む
。
貴

船
谷
の
大
山
祇
大
神
は
転
々
と

し
、
ダ
ム
建
設
に
伴
っ
て
八
幡

の
大
歳
神
社
に
合
祀
さ
れ
、
今

に
至
る
と
い
う
。（
松
尾
俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

   

素
晴
ら
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と

評
価
し
た
。
今
年
の
一
回
目
は

六
月
六
日
、
希
少
な
チ
ョ
ウ
を 

     

広
島
市
安
佐
北
区
安
佐
町
か

ら
安
芸
太
田
町
上
殿
の
太
田
川

の
本
・
支
流
で
三
月
二
十
日
、
十

人
が
参
加
し
て
「
ヤ
マ
セ
ミ
を

探
す
会
」
を
開
い
た
。
講
師
は
さ

ん
け
ん
会
員
で
野
鳥
の
会
に
所

属
す
る
上
野
吉
雄
さ
ん
。
上
野

さ
ん
が
目
撃
情
報
を
集
め
て
、

こ
の
日
は
一
カ
所
で
観
察
で
き

た
。
二
十
八
日
付
中
国
新
聞
の

大
型
企
画
「
太
田
川
」
で
活
動
の

様
子
が
紹
介
さ
れ
た
。 

 

 

テ
ー
マ
に
開
催
す
る
。
同
社
か

ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

対
す
る
イ
ベ
ン
ト
実
施
基
準
が

示
さ
れ
、
県
は
半
日
開
催
を
認

め
て
い
る
が
、
感
染
状
況
に
よ

っ
て
は
制
限
が
変
更
さ
れ
る
。 

     

春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
前
に

三
段
峡
観
光
同
業
組
合
主
催
の

探
勝
路
整
備
が
三
月
三
十
日
、

同
組
合
員
十
四
人
と
今
年
は
地

域
商
社
か
ら
二
人
が
参
加
し
て

実
施
さ
れ
た
。
小
林
久
哉
副
理

事
長
の
事
前
調
査
を
基
に
、
黒

淵―

水
梨
口
間
を
重
点
箇
所
と

し
、
五
人
が
通
行
を
妨
げ
る
土

砂
な
ど
を
撤
去
し
た
。
正
面
口

―

黒
淵
間
、
水
梨
口―

二
段
滝
・

三
段
滝
間
も
整
備
さ
れ
た
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

と
進
む
が
コ
ロ
ナ
禍
二
年

目
。
変
異
株
に
よ
る
感
染

拡
大
が
心
配
さ
れ
る
な

か
、
昨
年
の
よ
う
な
緊
張

感
が
な
い
の
が
心
配
だ
。 

棚田カフェ 田舎を発信  
友松 裕希さん 

  

地域おこし協力隊員として 3

年間、棚田百選に選定されてい

る筒賀井仁で地域活性化に取

り組んだ。任期終了後の 2017 

年秋、棚田が見渡せる場所にカフェを開店。集

落の一員になって田舎の魅力を発信している。 

ファシリテーションや「あきおおたの楽しい

100 人」に参加、あきおおたラジオにも出演し、

活動範囲を井仁の外へ広げている。「さんけん

は新たな価値を見出す団体」と話す。三段峡や

町内の自然を大切にする価値や観察する楽し

さを学んだ。人や自然に不可欠な水を守る安芸

太田を町外の人に知ってほしいと願う。 （宏） 

 

この人 
人 

南
峰
と
歩
く 

 

㊹ 

貴
船
滝
（
き
ふ
ね
だ
き
） 

■
大
神
転
々 

今
は
八
幡 

■
貴
船
谷
に
因
む
名
か 

 

平
家
落
人
伝
承 

京
の
都
へ
想
い
遥
か 

   

▼
心
配
な
二
年
目 

さ
ん
け
ん
新
聞 

 

寒
暖
差
の
激
し
い
冬
だ

っ
た
。雪
は
一
気
に
積
も
っ

た
が
雪
解
け
も
早
か
っ
た
。 

 

一口メモ 

桜
の
開
花
も
早
く
、
山
野

草
も
急
ぎ
足
だ
っ
た
。 

 

四
月
中
旬
、
県
の
安
全

確
認
が
済
む
と
峡
谷
開
き

を
迎
え
る
。
準
備
は
着
々

１―
 

    

 

公
益
財
団
法
人
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
ソ
ー
ス
財
団
に
よ
る
、

さ
ん
け
ん
の
組
織
診
断
結
果
報
告
と
組
織
運
営
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
が
三
月
二
十
四
日
、
同
財
団
の
田
口
由
紀
絵

事
務
局
長
が
出
席
し
て
三
段
峡
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。
ネ

ッ
ト
中
継
を
含
め
理
事
ら
七
人
が
参
加
、
田
口
さ
ん
は
さ

ん
け
ん
の
組
織
運
営
を
高
く
評
価
し
た
。 

 

    

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
Ｇ
ｉ
ｆ
ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム 

今
年
初
回
の
テ
ー
マ
「
希
少
な
チ
ョ
ウ
」 

風
力
発
電 

方
法
書
へ
意
見
書
提
出 

「考
え
る
会
」へ
の
一
〇
四
二
通
も 

総
会 

六
月
二
十
六
日 

太
田
川
上
流
で
「探
す
会
」 

見
た
！ 

ヤ
マ
セ
ミ 

同
業
組
合
員
ら 

探
勝
路
を
整
備 

パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
ソ
ー
ス
財
団 

組
織
診
断
の
結
果
報
告 

さ
ん
け
ん
の
運
営
を
高
く
評
価 

組織診断結果を聞き今後の運営に
ついて話し合う理事ら 

https://sanken-/

